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本研究では、石井 漠 (1886-1962)の振付と伊福部 昭 (1914-2006)の音楽による全三幕
の創作舞踊《人間釈迦》(1953)の資料とその所蔵についての情報を整理することで、不明
とされてきた音楽および作品の全体像を明らかにすることを試みた。この作品に関する主
な現存資料は、第一幕から第二幕までの自筆と思われるスケッチ A1, A2、舞台台本 T1, T2
および 6 つの公演プログラム T3 から T8、加えて書籍や雑誌等に掲載されている写真資料
P1, P2 が残されており、さらに、当時舞台用に録音されたと思われる第一幕分の音源 R’
を参照することが新たに可能となった。これらの資料を照らし合わせ、情報を精査した結
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Post-war pieces for dance by Japanese composers have not been thoroughly 
studied because very little information about them has survived. Hence, we hardly 
know any details, although Japanese dancers and composers created many dance 
works during that time period. 
This study identifies existing materials and revealed perspectives regarding 
Human Buddha (1953), which was one of the most popular works of Japanese 
modern dance. This work, comprising three acts, was choreographed by Baku Ishii 
(1886–1962) with music composed by Akira Ifukube (1914–2006). The main source 
materials for Human Buddha are two sketches (A1 and A2: these seem to be 
autograph manuscripts of the first and second acts); two stage texts (T1 and T2); 
six programs (T3–T8); and two sets of photographs (P1 and P2), which were 
published in a book and a magazine. A new reference source for this study is the 
sound recording R’ of the first act, which is a copy of the tape recording for the 
stage. After comparing and investigating these sources, it has been clarified that 
the first act represented in A2 is identical with R, and I have concluded that A2 is 
the most reliable source with regard to the music of the second act. I could not 
obtain any information about the music of the third act, although I could identify 
the stage choreography based on T1, T2, P1, and P2 to some extent. 
By conducting a reconstruction (although incomplete) of the staging and music of 
Human Buddha through a comprehensive consideration of existing sources, it is 
revealed that the music has an incidental character that supports the progression 
of events on stage. It is remarkable that some of the musical materials are reused 
in other pieces by Ifukube, although these have very different characters and their 
context is entirely different. For a further study into this subject, it is essential to 
obtain more information about Baku Ishii’s choreography and to simultaneously 
analyze the dance and music to comprehensively clarify the features of this work. 


















































演じられ、各幕は約 20 から 30 分程度、各幕の間に大規模な舞台転換を行うための大きな





















〔五線紙全 28 枚(縦型 26 段)〕 
〔表紙〕BUDHA THE HUMAN/-Material -scrap-, 〔p3-4〕Evening in the Garden of Kapilavastu, 
〔p.5-8〕⑤Banquet, 〔p.9-12〕⑦Mascherato, 〔p.13-15〕⑧Dance of Maiden, 〔p.16-18〕⑨
Burlesco, ActⅡ, 〔p.19-22〕消失, 〔p.23-24〕Pippala-forest of Gaya／⑬purelude, 〔p.24〕⑭
Meditatation of Siddhartha , 〔p.25-28〕消失 , 〔p.30〕⑯B/Dance of Sorceress(Old),〔p.31-36〕
⑰Dance of Devil & Demons /-Mahalavidja- 
 
自筆(?)スケッチ A2 は、表紙に「Raw Skeleton」と書かれたタテ型 26 段の五線紙に 2 段
譜もしくは 3 段譜で書かれたピアノ譜で、自筆(?)スケッチ A1 同様、中には幕が開く箇所
や踊り手の動き、オーケストラ編成にした際に使用する楽器などの作曲者による書き込み









また、22 ページの楽譜右下に 10Ⅱ1953 という数字が記載されており、第一幕の部分が
書かれた年は 1953 年と推測される。また、第二幕の最初のページにあたる 23 ページの楽




〔五線紙全 38 枚(縦型 26 段)〕 
〔表紙〕DANCE DRAMA/Buddha the Human/–Raw Skeleton-, 〔中表紙〕Dance Drama/Buddha 
the Human/Ⅰ. Banquet in Kapilavastu 1-22/Ⅱ. Pippala-forest of Gaya 23-36/Ⅲ. Returne of 
Buddha 37-47/<Materials>/AKIRA-IFUKUBĖ, 〔p.1-2〕Act Ⅰ /Banquet in Kapilavastu/①
purelude , 〔p.2-3〕②Evening at Kapilavastu, ③Siddahartha and Yasodhara , 〔p.4〕④senior 
Vassal , 〔p.4-6〕⑤Banquet, 〔p.6〕⑥Daclarate of Johbon, 〔p.6〕Enchainement〈On the stage〉, 
〔p.7-9〕⑦caractèreⅠ゜, 〔p.9〕Enchainement/(on the stage), 〔p.10-12〕⑧caractèreⅡ゜, 〔p.12〕
Exit(Enchainement)/Entre(Enchainement), 〔p.13-15〕⑨CaractèreⅢ゜, 〔p.16〕Enchainement/
〈 on the stage 〉 / ⑩ Dance of Lady-Attendants/―P. T. O.―/ ⑪ Mid-Night/ ⑫ Lament of 
Yasodhara/next-page/―Blanc―, 〔p.17-20〕⑩Dance of Lady-Attendants, 〔p.21〕⑪Mid-Night 
of Kapilavastu, 〔p.22〕⑫Lament of yasodhara, 〔p.23〕PRELUDE/Act 2 1935.9/⑬, 〔p.24〕
⑭Meditatation of Siddhartha, 〔p.25〕⑮Dance of Mawo-Devil, 〔p.26-27〕⑯Dance of Sorceress/A, 
〔p.27〕Mime of Siddhartha, 〔p.28〕⑯○B Beldam'sorceress, 〔p.29〕⑰Dance of Mawo, 〔p.29-32〕
⑱Dance of Demons, 〔p.32-34〕⑲Dance of Water, 〔p.34〕⑳Spirit of the Earth, 〔p.35〕㉑
Maditation of Siddhartha, 〔p.35-36〕㉒Beam of Philosophy 
 
２-２ 舞台台本ほか 
 台本 T1 は、全三幕、1 から 28 の各場面の名称とそこで踊られる踊りのタイトル、踊り
手が舞台上に登場・退場するタイミング、各場面を音楽でどのようにつなぐかという案な
どがタイプライターで記載されたもので、表紙には伊福部の名前と「1952-3」という作曲








長井真琴 (1881-1970) 、武者小路実篤 (1885-1976)らが作品の推薦文を寄稿している。各
幕について記載している部分は、そこに含まれる主要な踊りのタイトルが記される場合も
あるが、主に登場人物の心情や各場面のイメージ、使用する音楽の曲想などが物語調で書
かれ、後述の公演プログラム T3 から T8 などにもこの文章がそのまま使用されている。し
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かし、台本 T2 が作成された経緯、文章の著者や編集者については不明である。 
 この他に 6 つの公演プログラムT3( 11), T4( 12), T5( 13), T6( 14), T7( 15), T8( 16)が現存する(伊福部
家所蔵)。これらは、初演以降の公演で配布されたもので、T5 や T8 は各幕の構成とそれぞ
れの出演者の氏名、T3, T4, T6, T7 には、T2 と同一の物語(日本語が文語調からわかりやす
い形に変更されている部分もある)も併せて記載されている。その他、各公演にふさわしい






されていた 1950 年代から 60 年代当時、東京や大阪などオーケストラに演奏を依頼するこ
とが可能な大都市で上演する際は生演奏で踊られていたが、地方都市での巡演などの際に
は、音楽は演奏を録音したテープを使用していた(石井はるみ談)。当時、《人間釈迦》のパ
ート譜作成および録音に関わっていた伊福部の門下生によると、第 1 幕が 1953 年 10 月 24








井漠』(宮坂出版社 1962)の巻頭ページに計 5 枚、『花椿』の特集記事「菩提樹の蔭：創作
バレエ・人間釈迦」(資生堂 1954: 14)に計 3 枚の写真が残されており、これらをそれぞれ












A2 を台本 T1, T2 と比較しても、踊りや場面のタイトルに多少の違いがみられるものの、
自筆(?)スケッチ A2 に書かれている踊り手の動きや、挿入されている踊りがそれぞれ一致
することから、オーケストレーションこそはっきりとは分からないものの、これまで不明




真資料も含めた詳細を以下の【表 1】、【表 2】に示す。 
【表 1】第一幕：「迦毘羅城の饗宴」 
場面・舞踊(A2・R'より) ストーリー・演出および写真(T2 より) 音楽：時間 (A2・R'より) 
①prelude―Rideau 前奏にて幕上がる p.1(3)-p.2(14) 0:00'-2:38' 







③Siddhartha and Yasodhara  




































<on the stage>  
p.6(18-28) 
8:38'-8:53' 
⑦caractèreⅠ゜ (1)狩猟の踊 p.7(1)-p.9(20) 8:54'-11:36 
Enchainement  
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Exit (Enchainement)  
p.12(30-33) 
16:49'-17:03' 
Entre (Enchainement)  
p.12(34-35) 
17:04'-17:13' 
⑨caractèreⅢ゜ (3)道化師の踊 p.13(1)-p.15(25) 17:14'-19:43' 
Entre (Enchainement)  
p.16(1-7) 
19:44'-19:56' 









Exit-All Dancer Light 






























⑪Mid-Night of Kapilavastu 物淋しいしかもすっきりとした夜の音楽へと変わる。 
p.21(1-47) 
26:12'-28:43' 







Entre Yasodhara 耶輸陀羅妃登場。 
⑫Lament of Yasodhara 






Yasodhara solo  
p.22(7-17) 
29:00'-29:41' 
Rideaux ～幕～ p.22(18-19) 29:42'-29:53' 
 
【表 2】第二幕：「菩提樹の森」 









⑮Dance of Mawo-Devil 大魔王表わる。 p25(1-28) 
⑯Dance of sorceress A 三人の魔女登場。天冠霞衣の装をなし歌舞の妙技をなす。妙音天女の秘曲の音 p26(1)-27(1-19) 




Mime of Siddhartha 菩薩(太子)は静かに瞑想の眼を開き、大声一呵し給う。 p27(20-23) 
⑯Beldam'ssorceress B 三人の魔女忽ち愛染の美を失い、むごき老婆の姿となる。 p28(1-16) 









Bridge Mime of Mawo 魔王風輪を投げて颱風を巻起すも、菩薩の衣の一片をも動かし得ず。 

















































場面・舞踊(T1) ストーリー・演出および写真(T2) 音楽 
㉓Prelude(Rideau) 舞台、第一幕の舞台と同じ。短い序曲にて幕上がる。   



























Entre. Jobon, Vassals, 






































㉘Homage á Buddha 
―Dance of 
Lady-Attendants with 


















Rideau ～幕～   
 
４ 《人間釈迦》の音楽 







 自筆(?)スケッチ A2 および音源資料 R’に基づき、第一幕、第二幕の《人間釈迦》の音楽
全体について分析したものが、以下の【表 4】、【表 5】である。 
【表 4】第一幕「迦毘羅城の饗宴」音楽分析 
①prelude ②Evening at Kapilavastu 
③Siddahartha and 
Yasodhara ④senior Vassal  ⑤Banquet 
⑥Daclarate of 
Johbon ⑦caractèreⅠ゜ 
a b c d e d e f g h f i j k l m n m n i 
 
⑧caractèreⅡ゜ ⑨caractèreⅢ゜ 
o p q r p o s a t u v w x y u y u z u v w y u y x i 
 
⑩Dance of Lady-Attendants ⑪Mid-Night of Kapilavastu ⑫Lament of Yasodhara 
2a 2b 2c 2d 2a 2b 2c 2e q a b 2f 2g 2f 2g 2f 2g 2a 2c a 
 
【表 5】第二幕「菩提樹の森」音楽分析 
⑭Meditatation of Siddhartha ⑮Dance of Mawo-Devil ⑯Dance of Sorceress ⑯Beldam'sorceress 
a b 2h 2i 2j 2k 2l 2m 2n 2g 2m 2o 2m 
 
⑰Dance of Mawo ⑱Dance of Demons ⑲Dance of Water 
2i 2j 2k 2p 2q j k l j k l 2i 2r 2s 2t 2r 2s 2t 2r 
 
⑳Spirit of the Earth ㉑Maditation of Siddhartha ㉒Beam of Philosophy 








の間で非常に多くの旋律(t, u, v, w, x, y, i)が不規則に現れていることがわかり、一つの踊り
の中でも音楽がさまざまに変化していることが見て取れる。その他の踊りの場面も同様に、






















【表 2】で示した内、釈迦が瞑想をする⑭および㉑の Maditation of Siddhartha、魔女が釈迦
を誘惑する舞を踊る⑯Dance of Sorceress A および釈迦の身振りによって魔女が醜い老婆の
姿に変わる⑯Baldam’s sorceress B、釈迦に悪魔たちを差し向ける魔王が現れる⑮・⑰Dance 
of Mawo および⑲Dance of Water などがそれにあたり、第二幕の中で旋律が循環的に現れる。 
〈譜例 1〉：第二幕より⑯Dance of Sorceress A 
 
〈譜例 2〉：第二幕より⑯Baldam’s sorceress B 
 
譜例 1 および 2 は、いずれも第二幕において魔女が登場する場面で、共通の旋律が使用
されている部分である。⑯Dance of Sorceress A では、台本 T2 に「三人の魔女登場。天冠
霞衣の装をなし歌舞の妙技をなす。妙音天女の秘曲の音楽。」と書かれているとおり、釈迦
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ている例もあり、その一例として、譜例 5 が挙げられる。 
















人物の心情を表す音楽、(3)舞台進行のために使用される音楽という 3 つの機能がある。 
 
(1)物語に挿入された舞踊のために使用される音楽 
 《人間釈迦》では、各幕に 2、3 人、多いもので 20 人ほどの踊り手による舞踊、群舞が
いくつも含まれている。第一幕では、饗宴の場にて釈迦をなぐさめるための舞踊を女官や
家臣たちが踊る場面、【表 1】⑦caractèreⅠ゜(1)狩猟の踊から⑩Dance of Lady-Attendants (4)
女官達の群舞までの 4 つの踊りがそれにあたり、第二幕においては、菩提樹の下で瞑想す
る釈迦をさまざまな姿をした悪魔が誘惑する降魔の場面、【表 2】⑮Dance of Mawo-Devil
から⑲Dance of Water までの 6 つの踊りがそれぞれ該当する。自筆(?)スケッチ A2 における






〈譜例 7〉：第一幕⑦caractèreⅠ゜(1)狩猟の踊り より 
 







⑪Mid-Night of Kapilavasstu の「物淋しいしかもすっきりとした夜の音楽」、【表 2】⑯Dance 
of sorceress A の「妙音天女の秘曲の音楽」、㉒Beam of Philosophy の「天楽を奏して世尊を



























































作品が創作・上演された。西宮 1989 によると、1916 年から 1977 年の間に約 800 の上演記録がある。 
(2)  木部 2014 によれば、当時の伊福部は、主に映画音楽や管弦楽曲を作曲するかたわら、後述する石井漠 (1886-1962)
のほかにも、江口隆哉 (1900-1977)、貝谷八百子 (1921-1991)といった舞踊家たちの舞踊創作に音楽を提供した。





の長男で作曲家の石井歓 (1921-2009) に作曲を依頼していた。 
(4) 石井と伊福部が共同で制作した作品は《人間釈迦》のほかに、《さまよえる群像》(1948)がある。石井が伊福部に
音楽を依頼するようになった経緯ははっきりとはわからないが、伊福部が作曲した江口隆哉の舞台を観た石井か
ら会いたいといってきたと作曲者自身が語っている(木部 2014: 179)。 
(5) 初演は 1953 年 11 月 6 日に、昭和 28 年度文部省芸術祭公演「石井漠舞團公演」として日比谷公会堂で行われた。
指揮は上田 仁 (1904-1966)、演奏は東京交響楽団とオルフェ混声合唱団であった(音楽新聞 1953 年 11 月 9 日)。 
(6) 述べ 300 程上演されたといわれている(石井の門下生であった黒澤輝夫(1928-2014)による)。 
(7) 江崎 1972 等に地方公演・地方巡演を行っていた記録が残されている。 
(8) 石井漠の門下生であり、《人間釈迦》にも出演していた舞踊家の一人。2010 年 4 月 5 日にインタビューさせてい
ただいた。 
(9) 初期のプログラムおよび T2 では、第三幕「歓喜の坩堝」と記載されているが、時代が下っていくにつれて「世尊
太子の帰城」というタイトルに変更されている。 
(10) プログラム T7 には各幕の間に【休憩 20 分】と記載されている。 
(11) 1953 年 11 月(日・会場不明) 
(12) 1955 年 11 月(日・会場不明) 
(13) 1957 年 3 月 8 日「ヴェトナム難民救援部金公演」於: 日比谷公会堂 
(14) 1958 年 9 月 27 日「石井漠創作バレエ団公演三百回上演記念」於: 東京産経会館 
(15) 1961 年 10 月 15 日「石井漠舞踊 50 年特別記念公演」於: 読売ホール 
(16) 年不明 2 月 25 日「石井漠、石井はるみ創作、出演バレエプログラム」於: 神奈川県立音楽堂 
(17) 伊福部の門下生であった永冨正之氏の寄稿文にもとづく。 
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〈新聞〉 
『音樂新聞』 1953 年 11 月 9 日 
「石井漠一世の大作 藝術祭公演「人間釈迦」」 
